




抽 出 案 件 概 要（一般競争入札）

入札・契約審査委員会 （ ）

〔 新規案件 前年度（前回）一者応札

前年度随意契約 その他 〕

一者応札（応募）改善策

〔 公募 次年度契約なし 研究開発

改善の余地が見込まれない 複数応札

者）

（※ 同内容の過去３年間の契約相手方との実績 有

契約年度：令和４年度～令和５年度）

～

円

円

％

： ～
： ～
：
：
：
：

令和７年３月１４日

１ 者 （うち公益社団法人等 ０

資 料 招 請

３９,５００,０００

９８.６

令和６年３月１９日

９０１０４０５０１０４６０

令和5年12月6日令和5年11月21日 (14日)

（契約限度額）

契 約 金 額

落 札 率

一般競争参加資格の
設定の理由及び経緯

入 札 説 明 会
入 札 公 告

令和6年3月11日

令和6年2月22日

証 明 書 締 切
入 札 実 施
応 札 者 の 条 件

「役務の提供等」の「Ａ」等級が対象であるが、
「Ｂ」、「Ｃ」及び「Ⅾ」等級を追加し、対象者を拡
大している。

令和6年2月7日
令和6年1月30日 (22日)

令和6年2月22日

Ｎｏ．物役・競８７

項 目 説 明 内 容

契約名
令和５年度ＪＡＳ等の国際標準化支援委託事業のうち「国際規格への提案
に至ったＪＡＳ等の国際標準化」及び「ＩＳＯにおけるスマート農業の議
論に向けた対応」に関する調査・対応委託事業

応 札 者 数

総合評価

委託事業  

契 約 担 当 官 名 支出負担行為担当官 農林水産省大臣官房参事官(経理)

履 行 期 間

予 定 価 格 ４０,０３２,３００

契 約 相 手 方

法人番号

契 約 締 結 日 令和６年３月１９日

（工事・物品・役務等の別） （役務）

一般財団法人日本規格協会

予算額1,500万以上の物品・役務

概 要

実際に国際規格への提案に至ったＪＡＳ等が、着実に国際標準となるよ
うロビイング活動や国際会議での意見を受けた新たなデータ収集等の活動
を実施するとともに、国際標準化機構（ＩＳＯ）に新たに設置されたス
マート農業に関する委員会での議論に先手を打った対応を実施していくた
めに必要となる同委員会に関連する規格化・標準化動向の把握等の取組及
び対応方針の検討を実施する。

契約状況(方式)別 審査対象外

審 査 カ テ ゴ リ 審査対象

策定対象

策定対象外

契

約

内

容

競 争 方 式 一般競争契約（総合評価）
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添付資料

① 仕様書（P３～P12） 及び予定価格の調書及び算定基礎（P13～P14）

② 入札公告の写し（P15～P17）

③ 入札執行調書の写し（P18）

④ 一般競争契約審査調書（P19～P20）、チェックリスト（P21～P25）

⑤ 提案書（総合評価落札方式の場合）（P26～P43）

⑥ 技術審査委員会審査結果（P44） 、採点結果（P45～P47） 、技術審査検討経過記録（P48～P49）

⑦ １者応札改善策チェックシート（別紙含む）（P50～P71） 

⑧ 委託事業の場合は、事業概要（P72） 

⑨ その他参考資料

備 考

一者応札となった原因

（入札等説明書受領業者9者、入札説明会参加業者2者）

（考えられる原因）

③専門分野・得意分野と異なる内容であることから、入札をしても受注の
見込みがないと判断したため。

などが理由と考えられる。

本業務は、令和4年度補正予算においても同様の業務を行っているもの
であり、昨年度１者応札となったことから、入札説明会の実施及び公告期
間の延長の改善を行ったが、結果として１者応札となったもの。

入札説明書受領者のうち協力いただいた6者（入札説明会参加業者1者を
含む。）に対し、アンケート（ヒアリングを含む。）を実施し、原因を分
析した結果、

改 善 策

アンケート調査の結果を踏まえ検討したところ、
①～③のうち業務内容そのものや業務量に関する部分については、本事

業目的の達成のためには、直ちに、業務内容の見直しや縮小・分割を行う
ことは困難である。
①～③のうち業務の実施に関する部分については、本事業で実施すべき

業務内容についてより具体的にイメージしていただく必要があることか
ら、過去の成果物の閲覧の内容を拡充する。具体的には、入札時点におい
ては、令和4年度補正予算事業の執行中であったため、当該事業の成果物
等の閲覧ができず、それ以外の過年度の規格・認証に関連する成果物の閲
覧のみが可能であったが、令和4年度補正予算事業による成果物の閲覧を
可能とし、さらにそれを仕様書中に明示することで、業者の理解を促進す
るよう改善に努めていく。

②業務コストに見合うメリットが無いと判断したため。

【設定の理由】

本業務は規格・認証や国際標準化に関する知識を有する必要があること
から、「Ａ」等級に限定した場合、応札者が現れない恐れがあるため、十
分な競争性を確保するため、「Ａ」～「Ｄ」等級に拡大した。

①業務内容が膨大で多岐に渡るため、一部に扱えない業務があるととも
に、必要な人員を確保できないと判断したため。
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抽 出 案 件 概 要（随意契約）

入札・契約審査委員会 （ ）

〔 企画競争・公募 その他の随意契約 〕

一者応札（応募）改善策

〔 公募 次年度契約なし 研究開発

改善の余地が見込まれない 複数応札 〕

者）

（※ 同内容の過去３年間の契約相手方との実績

～

円

円

％

： ～
：
：
：
：

（工事・物品・役務等の別） （役務）

令和5年7月13日

概 要

カイコ等による高機能素材の製造技術を活用し、有効性の高い動物用経
口ワクチン素材を開発する。
開発されたワクチン素材を動物へ経口投与し、疾病予防効果を調査す

る。
動物への投与試験結果を受けてワクチン素材を改良することで、実用化

に必要な仕様を決定する。

契約状況(方式)別 審査対象外

審 査 カ テ ゴ リ 審査対象

契 約 締 結 日

契 約 担 当 官 名

契

約

内

容

契 約 方 式

応 札 者 数

会 計 法 令
根 拠 条 文

契 約 相 手 方

策定対象

策定対象外

委託事業  

令和５年１０月２０日

支出負担行為担当官

経口ワクチン開発コンソーシアム
業務執行組合員 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

農林水産省大臣官房参事官（経理）

随意契約

１ 者 （うち公益社団法人等 ０

会計法第２９条の３第４項（企画競争）

項 目 説 明 内 容

契約名
令和５年度研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラムのうち農林水産省
が実施する施策（「動物用食べるワクチン」の開発による感染症対策の強
化）

Ｎｏ．物役・随１８

法人番号 ７０５０００５００５２０７

無）

令和5年7月20日

（契約限度額）

履 行 期 間 令和５年１０月２０日 令和６年３月３１日

令和5年8月3日 (20日)
企画競争の説明会

予 定 価 格 ７４,９４０,０００

企画書提出締切日

随 意 契 約 の 理 由
及 び 経 緯

企 画 提 案 会

契 約 金 額

企 画 競 争 の 公 示

７４,９４０,０００

落 札 率 １００.０

令和5年8月8日
令和5年8月3日

企画競争結果概要 本業務は、研究を行うものであるため、一定の
条件の下で企画書、プレゼンテーション等によ
り、比較検討を実施し、最も優れた者を契約候補
者に選定する企画競争を実施した。
選定にあたっては、企画審査基準により、企画

審査委員会が企画提案書を審査・採点し、国立研
究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構が

点中 点を獲得し、契約候補者とな
り、会計法第２９条の３第４項に基づき契約を締
結した。
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：

添付資料

① 仕様書（P３～P５） 及び予定価格の調書及び算定基礎（P６～Ｐ７）

② 企画競争の公告の写し（P８～P11）

③ 随意契約理由書（契約方式の理由）（P12～P13）

④ 随意契約審査調書（P14～P15）、チェックリスト（P16～P19）

⑤ 企画書（企画競争、公募の場合）（P20～P144）

⑥

⑦ 随意契約審査調書（契約相手方決定時）（P173～P175）

⑧ １者応札改善策チェックシート（別紙含む）

⑨ 委託事業の場合は、事業概要（P176～P179） 

⑩ その他参考資料

企画審査委員会審査結果（P145～P146） 、採点結果（P147） 、企画審査検討経過記録（P148～P172）

応 札 者 の 条 件 「役務の提供等」の「Ａ」等級が対象である
が、「Ｂ」「Ｃ」及び「Ｄ」等級を追加し、対象
を拡大した。

備 考

一者応札となった原因 －

改 善 策 －

【設定の理由】

過去の提案状況から、競争参加資格を「Ａ」等級のみに限定した場合、
応募者数が少数と見込まれる上に、研究に必要なシーズやノウハウを有す
る者が参加できないことも懸念されたため、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」及び

 「Ｄ」等級に対象を拡大した。
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抽 出 案 件 概 要（随意契約）

入札・契約審査委員会 （ ）

〔 企画競争・公募 その他の随意契約 〕

一者応札（応募）改善策

〔 公募 次年度契約なし 研究開発

改善の余地が見込まれない 複数応札 〕

者）

（※ 同内容の過去３年間の契約相手方との実績

～

円

円

％

： ～
：
：
：
：

契 約 金 額

企 画 競 争 の 公 示

１８２,５００,０００

落 札 率 １００.０

令和5年8月17日
令和5年8月3日

企画競争結果概要 本業務は、研究開発を行うものであるため、一
定の条件の下で企画書、プレゼンテーション等に
より、比較検討を実施し、最も優れた者を契約候
補者に選定する企画競争を実施した。

選定にあたっては、企画審査基準により、企画
審査委員会が企画提案書を審査・採点し、公益財
団法人流通経済研究所が 点中 点
を獲得し、契約候補者となり、会計法第２９条の
３第４項に基づき契約を締結した。

予 定 価 格 １８２,５００,０００

企画書提出締切日

随 意 契 約 の 理 由
及 び 経 緯

企 画 提 案 会

法人番号 ２０１０００５０１９１１６

無）

令和5年7月20日

（契約限度額）

履 行 期 間 令和５年１１月１０日 令和６年３月３１日

令和5年8月3日
（任意）

(20日)
企画競争の説明会

項 目 説 明 内 容

契約名
令和５年度研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラムのうち農林水産省
が実施する施策（商品コード標準化・ソースマーキング技術による農水産
物・食品流通の高度化）委託事業

Ｎｏ．物役・随２８

契 約 相 手 方

策定対象

策定対象外

委託事業  

令和５年１１月１０日

支出負担行為担当官

農水産物の流通・物流ＤＸコンソーシアム
公益財団法人流通経済研究所

農林水産省大臣官房参事官（経理）

随意契約

１ 者 （うち公益社団法人等 １

会計法第２９条の３第４項（企画競争）

（工事・物品・役務等の別） （役務）

令和5年7月13日

概 要
SIP研究成果であるukabisとリテール物流・商流基盤を活用し、農水産

物・食品流通の効率化・合理化を図る。

契約状況(方式)別 審査対象外

審 査 カ テ ゴ リ 審査対象

契 約 締 結 日

契 約 担 当 官 名

契

約

内

容

契 約 方 式

応 札 者 数

会 計 法 令
根 拠 条 文
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：

添付資料

① 仕様書（P３～P５） 及び予定価格の調書及び算定基礎（P６～P７）

② 企画競争の公告の写し（P８～P11）

③ 随意契約理由書（契約方式の理由）（P12～P13）

④ 随意契約審査調書（P14～P15）、チェックリスト（P16～P19）

⑤ 企画書（企画競争、公募の場合）（P20～P56）

⑥

⑦ 随意契約審査調書（契約相手方決定時）（P67～P69）

⑧ １者応札改善策チェックシート（別紙含む）

⑨ 委託事業の場合は、事業概要（P70～P73） 

⑩ その他参考資料

改 善 策 －

【設定の理由】

過去の提案状況から、競争参加資格を「Ａ」等級のみに限定した場合、
応募者数が少数と見込まれる上に、研究開発に必要なシーズやノウハウを
有する者が参加できないことも懸念されたため、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」及び

 「Ｄ」等級に対象を拡大した。

備 考

一者応札となった原因 －

応 札 者 の 条 件 「役務の提供等」の「Ａ」等級が対象である
が、「Ｂ」「Ｃ」及び「Ｄ」等級を追加し、対象
を拡大した。

企画審査委員会審査結果（P57～P58） 、採点結果（P59～P60） 、企画審査検討経過記録（P61～P66）
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